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１　はじめに
　明治 27（ 1894 ）年、お雇い外国人であったバルトンにより実施
された三条町（当時）の衛生状況調査については、その記載が三
条市史には記載される１ものの、一般における認知は極めて低い
ものとなっている。幾つかの例を挙げると、バルトンによる国
内及び台湾における一連の功績をまとめた『W・K・バルトン
生誕 150 年誌』２などの記録誌において、三条における調査は一
言も触れられることはない。また、近年になってバルトンが行
った主要都市における衛生調査について報告文の口語訳がまと
められるなどしている３が、この中に三条市の調査は取り上げら
れてはいない。
　本稿では、昭和８（ 1933 ）年の写しであるバルトンによる三条
の衛生状況報告書訳について、原資料、翻刻、口語訳を示し、
資料化を目的とするものである。
２　『教師バルトン捧呈新潟県下三条町衛生状況報告書訳』に 
　　ついて
　本資料は三条市水道局に保管されるものである。334 ㎜×247
㎜の用紙に孔版されるもので、山折２つ折りとして、表紙と 17
頁、都合９枚からなり、表紙の向って右側３カ所をホチキス止
めとする体裁である。
　資料自体は、明治 27（ 1894 ）年 12 月５日付でバルトンが記し、
後日、内務属の宮原直尭が訳出し、翌年になって三条町にもた
らされたものとされる４。なお、当該の資料はその後、行方不明
となっていたものの、昭和８（ 1933 ）年になって三条町の木戸直
四郎方から発見された経緯を持つ５。本資料の表紙に “昭和八年
三月写”の記載を認めることができるのはその故であろう。なお、
昭和８（ 1933 ）年６月 11 日の三条町上水道竣工式を伝える新潟
毎日新聞には、本資料発見の経緯と資料の内容が記載されるが、
後者は抜粋に留まるものである。
　資料は表紙に「昭和八年三月写／教師バルトン捧呈／新潟県
下三条町衛生状況報告書訳／千八百九十四年十二月五日付」（／
は改行、以下同様。）と記される。本文は、１頁冒頭に再び「教
師バルトン捧呈新潟県下三条町衛生情況報告書訳」、２行目に「新
潟県下三条町衛生情況報告」とされ、以下、
　　給水法
　　下水方
　　給水方改良案
　　給水引入口ノ位置
　　高圧、低圧ノ給水式
　　水道ノ形状、材料、大小
　　「コンクリイト」管ノ事
　　配水ノ方法
　　市中ノ下水方
　　（備考）
の項目から構成される。
　なお、計画の意味、調査の日程、計画案の背景などについて
は別稿を予定しているので、そちらを参照願いたい。
謝　辞：資料の閲覧、複写に際しては三条市水道局、三条市教
育委員会から多大の協力を得た。記して謝意を表したい。
注　記
１  三条市：三条市史下巻 578 頁、昭和 58（1983 ）. ７
２  W・K・バルトン生誕 150 年記念事業企画実行委員会：W・K・
バルトン生誕 150 年誌、平成 18（2006 ）.12
３  栗田彰：W ∙ K ∙バルトンが残した日本十都市衛生状況報告書
口語体表記　No.１、水道公論 45−５、48 〜 56 頁、平成 21
（ 2009 ）. ５。この号において、以下連載で岡山市、下関市、柳
川市、久留米市、福岡市、甲府市、富山市、仙台市、広島市、
福井市の 10 都市を取り扱われることが記されるものの、三条
市の記載を見ることはできない。
４  新潟市の報告書訳も翌明治 28（ 1895 ）年４月になって送付され
ている。新潟日日新聞社：新潟日日新聞、明治 28（ 1895 ）. ４
／ 23
５  新潟毎日新聞社：新潟毎日新聞、昭和８（ 1933 ）. ６／ 11 号、
10 面
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教
師
バ
ル
ト
ン
捧
呈
　 新
潟
県
下
三
条
町
衛
生
状
況
報
告
書
訳
　
　
　
千
八
百
九
十
四
年
十
二
月
五
日
付
教
師
バ
ル
ト
ン
捧
呈
　 新
潟
県
下
三
條
町
衛
生
状
況
報
告
書
訳
　
　
　
一
八
九
四
年
一
二
月
五
日
付
凡
例
　 原
資
料
：
表
紙
を
原
本
の
六
七
％
縮
小
、
以
下
は
九
〇
％
縮
小
と
し
て
掲
載
し
た
。
　 翻 　 刻
：
「
原
資
料
」
に
改
行
位
置
を
揃
え
た
。
な
お
、
旧
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。
　 口
語
訳
：
読
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
改
行
位
置
は
極
力
、
「
原
資
料
」
及
び
「
翻
刻
」
に
揃
え
た
。 昭
和
八
年
三
月
写
昭
和
八
年
三
月
写
口
語
訳
翻
刻
原
資
料
《
表
紙
》
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新
潟
県
下
三
条
町
衛
生
情
況
報
告
我
ハ
本
年
七
月
中
高
橋
技
師
同
伴
新
潟
県
下
三
条
町
衛
生
情
況
ニ
就
キ
取
調
ヲ
ナ
シ
タ
リ
実
地
ニ
詣
リ
発
見
ス
ル
所
ニ
拠
レ
ハ
該
町
ハ
人
口
凡
ソ
一
万
六
千
ヲ
有
シ
信
濃
、
五
十
嵐
ノ
二
川
相
交
接
ス
ル
所
ニ
立
ツ
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
一
見
繁
栄
ナ
ル
市
街
ナ
ル
カ
如
シ
前
陳
人
口
中
一
万
余
ハ
町
ノ
本
部
ニ
属
シ
其
他
ハ
三
条
ノ
外
郭
地
ト
モ
称
ス
へ
キ
付
近
村
落
ニ
ア
リ
伝
聞
ス
ル
所
ニ
拠
レ
ハ
近
年
人
口
上
ニ
増
加
ア
ル
モ
実
ニ
僅
々
ノ
コ
ト
ニ
シ
テ
将
来
ニ
在
テ
モ
現
時
ノ
如
ク
鉄
道
ノ
便
ナ
キ
以
上
ハ
恐
ク
ハ
速
ナ
ル
増
加
ヲ
見
サ
ル
へ
シ
ト
云
フ
然
レ
ト
モ
鉄
道
敷
達
ノ
事
ハ
現
ニ
企
画
中
ニ
ア
リ
果
シ
テ
該
鉄
道
敷
設
ノ
暁
ニ
ハ
始
メ
テ
他
ノ
地
方
ニ
往
来
ス
ル
ノ
快
速
ニ
シ
テ
且
ツ
廉
費
ナ
ル
ノ
便
ヲ
得
ル
者
ニ
シ
テ
其
人
口
ニ
及
ホ
ス
ヘ
キ
影
響
ハ
何
程
ナ
ラ
ン
カ
到
底
予
言
シ
難
キ
所
ノ
者
ナ
リ
之
ヲ
工
業
商
業
ト
モ
繁
盛
ナ
ル
一
市
街
ト
ス
レ
ハ
這
般
ノ
影
響
多
少
人
口
ノ
速
加
ニ
現
ル
ゝ
ハ
一
般
ノ
コ
ト
ナ
リ
惟
フ
ニ
三
条
町
ノ
人
口
ハ
該
鉄
道
開
通
後
幾
ナ
ラ
ス
シ
テ
増
加
ヲ
呈
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
故
ニ
此
ノ
報
告
書
ヲ
以
テ
勧
告
ス
ヘ
キ
条
中
ノ
一
ハ
将
来
ニ
期
シ
得
ヘ
キ
増
加
ニ
対
シ
現
在
人
口
ノ
五
割
増
ト
ス
ヘ
キ
事
是
レ
ナ
リ
実
視
ス
ル
所
三
条
町
ノ
衛
生
的
現
況
ハ
何
分
良
好
ト
ハ
謂
フ
ヲ
得
ス
然
レ
ト
モ
天
然
ノ
状
勢
ニ
於
テ
ハ
好
　
　
　
教
師
バ
ル
ト
ン
捧
呈
新
潟
県
下
三
条
町
衛
生
状
況
報
告
書
訳
　
　
　
　
新
潟
県
下
三
条
町
衛
生
状
況
報
告
私
は
本
年
七
月
中
に
高
橋
技
師
の
同
伴
で
、
新
潟
県
下
三
条
町
の
衛
生
状
況
に
つ
い
て
取
調
を
行
っ
た
。
調
査
で
、
こ
の
町
の
人
口
は
凡
そ
一
万
六
千
人
、
信
濃
、
五
十
嵐
の
二
川
が
合
流
し
た
所
に
位
置
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
一
見
し
て
発
展
し
た
市
街
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
述
の
人
口
中
一
万
余
は
町
の
中
心
部
、
そ
の
他
は
三
条
の
郊
外
と
呼
ぶ
べ
き
付
近
の
村
落
に
住
ん
で
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
近
年
人
口
は
増
加
し
て
い
る
が
、
極
め
て
僅
か
で
、
将
来
に
あ
っ
て
も
現
在
の
よ
う
に
鉄
道
の
便
が
な
い
以
上
、
恐
ら
く
は
速
や
か
な
増
加
は
見
込
め
な
い
と
云
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
道
の
敷
設
が
現
在
企
画
中
で
あ
り
ま
さ
し
く
こ
の
暁
に
は
、
よ
う
や
く
他
地
方
へ
短
時
間
で
か
つ
安
価
な
移
動
手
段
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
が
人
口
に
及
ぼ
す
影
響
が
ど
れ
程
で
あ
る
の
か
、
と
て
も
予
想
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
工
業
、
商
業
と
も
に
発
展
し
て
い
る
都
市
で
あ
れ
ば
、
鉄
道
開
設
の
影
響
は
、
人
口
の
急
増
と
し
て
現
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
三
条
町
の
人
口
は
鉄
道
開
通
後
す
ぐ
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
本
報
告
書
に
お
い
て
勧
告
し
た
い
事
柄
の
一
つ
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
人
口
を
、
現
在
の
五
割
増
と
す
る
点
で
あ
る
。
見
た
と
こ
ろ
三
条
町
の
衛
生
現
況
は
良
好
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
自
然
環
境
は
優
れ
口
語
訳
翻
刻
原
資
料
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一
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一
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シ
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国
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ヲ
論
セ
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都
テ
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街
ノ
衛
生
ニ
係
レ
ル
講
窮
ノ
第
一
ト
ス
ル
所
ハ
給
水
下
水
ノ
二
件
ニ
在
リ
現
ニ
三
条
町
ニ
在
テ
ハ
此
ノ
二
者
ニ
関
ス
ル
方
法
孰
レ
モ
不
完
全
ナ
リ
　
　
　
　
　
給 　 水 　 法
三
条
町
ノ
戸
々
多
ク
ハ
諸
般
ノ
目
的
ニ
使
用
ス
ル
所
ノ
水
ヲ
五
十
嵐
川
ニ
仰
キ
其
他
幾
部
ハ
之
ヲ
信
濃
川
ニ
取
リ
又
タ
一
小
部
ハ
之
ヲ
浅
井
ニ
汲
ム
モ
ノ
ナ
リ
此
ノ
三
水
源
ニ
属
ス
ル
所
ノ
戸
数
ヲ
分
示
ス
レ
ハ
即
チ
甲
ハ
一
千
六
百
八
十
四
戸
乙
ハ
百
五
十
四
戸
丙
ハ
僅
ニ
五
十
二
戸
ナ
リ
分
析
術
ノ
結
果
ニ
拠
レ
ハ
夫
ノ
浅
井
ノ
水
ハ
実
ニ
飲
用
ニ
ハ
不
適
当
ナ
ル
事
明
白
ナ
リ
然
レ
ト
モ
夫
ノ
両
川
ノ
水
ニ
ア
リ
テ
ハ
否
ラ
ス
此
ノ
事
ニ
付
キ
我
ハ
茲
ニ
一
言
ス
ヘ
キ
ハ
抑
モ
水
質
ノ
不
○ 純 ○ 潔 ○ ヲ
知
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
モ
化
学
的
分
析
ノ
必
要
ナ
ル
事
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス
ト
雖
ト
モ
然
レ
ト
モ
時
ニ
或
ハ
不
純
潔
成
分
ヲ
明
示
シ
能
ハ
サ
ル
事
ア
ル
一
ノ
化
学
的
分
析
ノ
結
果
ノ
ミ
ニ
ハ
深
ク
信
ヲ
措
ク
能
ハ
ス
ト
云
フ
事
是
レ
ナ
リ
然
リ
ト
テ
又
タ
前
逑
ノ
分
析
ニ
関
ス
ル
技
術
ノ
巧
拙
上
ニ
一
ノ
疑
ヲ
存
ス
ル
ヲ
欲
セ
ス
我
ハ
唯
タ
之
ヲ
識
ル
世
ニ
最
モ
巧
妙
ナ
リ
ト
聞
ヘ
タ
ル
分
析
手
ト
雖
ト
モ
時
ト
シ
テ
ハ
水
中
現
在
ノ
不
潔
分
ヲ
証
明
シ
能
ハ
サ
ル
事
ア
リ
更
ニ
又
タ
思
フ
へ
キ
要
件
ハ
川
流
ノ
水
ハ
純
潔
ナ
ル
ノ
度
常
ニ
一
定
セ
サ
ル
事
是
レ
ナ
リ
其
汚
潔
ノ
変
化
ハ
日
々
時
々
ニ
於
テ
見
ル
ヘ
キ
ナ
リ
果
シ
テ
其
純
良
ヲ
見
込
み
が
持
て
る
も
の
で
、
衛
生
状
況
は
国
内
多
数
の
都
市
と
同
様
、
も
し
く
は
よ
り
大
き
な
都
市
と
共
通
す
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
国
内
外
を
通
じ
、
都
市
の
衛
生
に
関
す
る
研
究
上
第
一
と
す
る
点
は
、
給
水
、
下
水
の
二
点
に
あ
り
、
現
に
三
条
町
で
は
こ
の
二
点
に
関
す
る
方
法
は
ど
れ
も
不
完
全
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
給 　 水 　 法
三
条
町
で
住
宅
の
多
く
は
諸
般
の
目
的
に
使
用
す
る
水
を
五
十
嵐
川
に
求
め
、
そ
の
他
多
少
の
地
域
は
信
濃
川
か
ら
取
水
し
、
ま
た
少
数
の
地
域
で
は
浅
井
か
ら
水
を
汲
ん
で
い
る
。
こ
の
三
つ
の
水
源
を
使
用
し
て
い
る
戸
数
は
五
十
嵐
川
が
一
，
六
八
四
戸
、
信
濃
川
は
一
五
四
戸
、
浅
井
は
わ
ず
か
五
二
戸
で
あ
る
。
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
浅
井
の
水
は
飲
用
に
全
く
適
さ
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
五
十
嵐
・
信
濃
の
二
河
川
に
あ
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
事
に
つ
い
て
私
が
申
し
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
元
来
、
水
質
を
知
る
場
合
に
は
化
学
的
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
純
成
分
を
は
っ
き
り
と
示
せ
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
だ
。
一
回
の
化
学
的
分
析
結
果
だ
け
に
捕
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
し
か
し
、
今
回
の
水
質
分
析
技
術
に
技
量
の
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
私
は
た
だ
、
世
の
中
で
も
っ
と
も
熟
練
し
た
分
析
手
で
あ
っ
て
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
水
中
の
不
純
成
分
を
検
出
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
言
い
た
の
だ
。
そ
し
て
更
に
考
慮
す
べ
き
点
は
、
河
川
の
検
査
結
果
が
常
に
一
定
で
は
な
い
点
だ
。
汚
潔
の
変
化
は
日
々
時
々
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良
好
な
試
験
結
果
は
口
語
訳
原
資
料
翻
刻
−（
二
）−
−（
二
）−
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憑
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コ
ソ
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ノ
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ハ
断
言
ヲ
憚
ラ
サ
ル
ノ
事
情
ア
リ
キ
彼
ノ
信
濃
川
筋
ヲ
視
ル
ニ
上
流
ニ
ハ
両
岸
稲
田
広
大
ニ
シ
テ
且
ツ
数
個
ノ
市
街
ア
リ
村
庄
ア
リ
其
田
地
ヨ
リ
出
ス
ル
所
ノ
悪
水
モ
人
家
ヨ
リ
放
ツ
所
ノ
下
水
モ
皆
該
川
ニ
向
テ
落
ツ
三
条
町
其
モ
ノ
ゝ
下
水
モ
其
一
ナ
リ
故
ニ
三
条
ノ
前
面
ニ
流
ル
ゝ
該
川
ハ
水
ニ
汚
穢
ヲ
混
ス
ル
事
已
ニ
判
然
タ
リ
斯
ノ
如
キ
水
ハ
日
用
ニ
供
セ
ラ
ル
ヲ
以
テ
当
然
ノ
事
ト
ス
然
レ
ト
モ
五
十
嵐
川
ニ
至
テ
ハ
前
者
ノ
如
ク
汚
穢
甚
シ
カ
ラ
ス
現
ニ
三
条
ヨ
リ
少
許
上
流
ニ
於
テ
ハ
其
水
大
ニ
純
潔
ノ
状
ヲ
呈
ス
而
シ
テ
我
ハ
更
ニ
進
テ
摘
示
ス
へ
キ
理
由
ニ
拠
リ
惟
フ
ニ
仮
令
ヒ
此
ノ
水
全
ク
純
良
ト
云
フ
事
ヲ
得
サ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
猶
今
日
諸
国
ノ
市
街
カ
得
ル
所
ノ
水
質
ニ
就
キ
差
等
ヲ
取
レ
ハ
平
均
（
中
等
）
ノ
度
ヨ
リ
モ
上
ニ
立
ツ
程
ノ
清
潔
タ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
唯
タ
其
水
流
レ
テ
三
条
町
ニ
近
ツ
ク
ニ
隨
ヒ
漸
々
質
ヲ
変
異
ス
ル
ナ
リ
抑
モ
三
条
物
産
中
ノ
主
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
綿
糸
ノ
織
物
ナ
リ
伝
聞
ス
ル
所
ニ
拠
レ
ハ
往
時
ハ
其
織
物
無
色
ノ
マ
ゝ
輸
出
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
カ
近
年
ハ
之
ニ
染
料
ヲ
施
シ
テ
輸
出
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
レ
リ
ト
云
フ
今
五
十
嵐
川
筋
三
条
ノ
前
面
ニ
寄
積
ス
ル
所
ノ
磧
洲
及
ヒ
其
対
岸
ハ
之
カ
染
工
ノ
場
所
ト
ナ
リ
延
テ
三
条
ノ
上
少
な
く
と
も
一
年
間
に
数
度
、
分
析
試
験
を
繰
り
返
し
た
後
で
な
く
て
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
回
の
よ
う
に
た
だ
一
回
の
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
数
少
な
い
結
果
に
頼
る
よ
り
は
、
実
地
に
お
け
る
上
流
の
精
査
結
果
こ
そ
が
判
断
上
は
る
か
に
価
値
が
高
い
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
河
川
上
流
を
実
地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
通
り
二
河
川
は
い
ず
れ
も
三
条
近
辺
に
至
っ
て
飲
用
水
と
す
る
に
は
適
さ
な
い
と
断
言
で
き
る
結
果
で
あ
っ
た
。
信
濃
川
筋
を
見
る
と
、
上
流
両
岸
に
は
稲
田
が
広
が
り
、
加
え
て
幾
つ
か
の
市
街
地
と
村
々
が
あ
る
。
水
田
か
ら
の
汚
水
、
人
家
か
ら
放
た
れ
る
下
水
は
ど
れ
も
こ
の
川
に
向
か
っ
て
落
ち
、
三
条
町
の
下
水
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
三
条
の
前
面
を
流
れ
る
こ
の
川
の
水
に
汚
染
の
生
じ
る
こ
と
は
全
く
判
り
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
を
日
用
に
供
給
で
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
十
嵐
川
に
い
た
っ
て
は
信
濃
川
の
よ
う
に
汚
染
は
ひ
ど
く
は
な
い
。
実
際
に
三
条
か
ら
少
し
ば
か
り
上
流
で
そ
の
水
は
非
常
に
清
浄
の
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
そ
し
て
私
が
更
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
以
下
に
示
す
理
由
か
ら
た
と
え
こ
の
水
が
全
く
清
浄
だ
と
は
云
え
な
い
に
せ
よ
、
な
お
現
今
に
お
け
る
諸
都
市
の
水
質
と
比
較
す
れ
ば
、
平
均
（
中
等
）
を
上
回
る
程
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
水
流
は
三
条
町
に
近
づ
く
に
従
っ
て
次
第
に
水
質
が
変
化
す
る
。
そ
も
そ
も
三
条
の
主
要
物
産
は
木
綿
糸
の
織
物
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
以
前
は
そ
の
織
物
は
無
色
の
ま
ま
出
荷
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
こ
れ
に
染
色
を
施
し
て
出
荷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
五
十
嵐
川
沿
い
の
三
条
町
前
面
の
川
原
と
対
岸
に
は
染
色
工
場
が
立
ち
並
び
、
そ
れ
が
三
条
付
近
に
お
い
て
口
語
訳
翻
刻
−（
三
）−
−（
三
）−
原
資
料
『教師バルトン捧呈新潟県下三条町衛生状況報告書訳』翻刻及び口語訳　101
幾
丁
ニ
迨
ヘ
リ
之
カ
為
ニ
染
余
ノ
澱
滓
ハ
川
流
ニ
落
チ
自
然
不
潔
ヲ
加
フ
水
色
モ
亦
タ
之
カ
為
ニ
変
ス
或
ハ
謂
ハ
ン
該
染
料
ハ
悉
ク
毒
性
ノ
者
ナ
ラ
ス
ト
夫
レ
或
ハ
然
リ
然
リ
ト
雖
モ
苟
ク
モ
日
用
ニ
供
ス
ル
水
源
ニ
シ
テ
此
ノ
如
キ
事
ア
ル
ハ
最
モ
嫌
フ
ヘ
キ
者
タ
ル
ヤ
明
白
ナ
リ
尚
之
ヨ
リ
モ
一
層
厭
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
三
条
町
ノ
下
水
ニ
混
ス
ル
汚
穢
物
ノ
過
半
（
否
ラ
サ
ル
モ
甚
タ
多
キ
者
）
ハ
該
川
ニ
投
ス
ル
ア
ル
事
是
レ
ナ
リ
混
汚
夫
レ
斯
ノ
如
ク
ナ
ル
ノ
結
果
実
ニ
懼
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
唯
タ
該
町
ノ
上
端
ニ
於
テ
此
川
水
ヲ
汲
用
ス
ル
人
々
ニ
ハ
著
シ
キ
害
ヲ
与
ヘ
サ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
夫
レ
ヨ
リ
漸
々
下
方
ニ
於
テ
ス
ル
者
ニ
ハ
大
ナ
ル
危
害
ノ
因
タ
ル
ヘ
シ
尚
其
他
ニ
汚
害
ノ
加
ハ
ル
無
キ
モ
已
ニ
此
一
条
ヲ
以
テ
該
川
ノ
水
ハ
彼
ノ
信
濃
川
ニ
会
ス
ル
ノ
前
既
ニ
飲
用
ニ
供
ス
ル
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ル
ナ
リ
又
タ
該
町
給
水
ノ
不
足
ニ
帰
因
ス
ヘ
キ
結
果
ト
シ
テ
火
災
屡
起
焼
害
甚
タ
惨
ナ
ル
事
ア
リ
実
ニ
該
市
街
中
何
レ
ノ
所
ニ
モ
大
火
ヲ
消
止
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
程
ノ
水
ヲ
常
備
シ
テ
ア
ラ
ス
特
ニ
其
火
災
ハ
概
シ
テ
夏
期
ニ
ア
リ
時
当
サ
ニ
灌
田
ニ
躁
急
ナ
ル
ノ
季
期
ニ
シ
テ
五
十
嵐
川
水
量
ノ
過
半
（
時
ト
シ
テ
ハ
其
全
量
ヲ
モ
引
キ
去
ル
ト
聞
ケ
リ
）
ハ
漑
灌
用
ニ
取
リ
去
ラ
レ
為
ニ
三
条
町
給
水
ノ
為
ニ
余
マ
ス
所
幾
許
モ
無
キ
ナ
リ
聞
ク
カ
如
シ
ハ
東
南
ノ
強
風
ハ
此
ノ
地
方
夏
期
中
屡
次
吹
キ
荒
ム
所
ト
ス
斯
ノ
風
ニ
煽
ラ
レ
テ
町
ノ
東
南
部
ニ
火
災
起
レ
ハ
全
町
悉
ク
烏
有
ニ
属
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
ト
是
レ
畢
竟
街
衢
ノ
形
状
配
置
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
ラ
ン
カ
現
ニ
過
ル
明
治
十
三
年
ニ
ハ
数
戸
ヲ
残
ス
ノ
外
悉
皆
ノ
焼
失
ヲ
見
タ
リ
ト
数
百
m も
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
染
色
の
排
水
は
川
に
放
流
さ
れ
、
当
然
、
汚
染
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
水
の
色
も
ま
た
こ
の
た
め
に
変
化
す
る
。
染
料
に
お
け
る
毒
性
の
有
無
は
判
断
し
か
ね
る
が
、
仮
に
も
日
用
に
供
給
さ
れ
る
水
源
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
最
も
回
避
す
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
避
け
る
べ
き
こ
と
は
、
三
条
町
の
下
水
に
混
ざ
る
汚
穢
物
の
過
半
（
で
な
く
て
も
非
常
に
多
量
）
が
こ
の
川
に
流
入
す
る
こ
と
だ
。
混
濁
の
結
果
は
実
に
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
町
の
上
端
で
こ
の
川
の
水
を
利
用
す
る
人
々
に
際
立
っ
た
害
を
与
え
な
い
と
し
て
も
、
下
方
に
進
む
程
、
多
大
な
危
害
の
原
因
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
他
の
汚
染
が
加
わ
る
こ
と
は
無
い
が
、
二
の
理
由
で
五
十
嵐
川
の
水
は
信
濃
川
に
合
流
す
る
以
前
、
既
に
飲
用
に
は
適
さ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
条
町
へ
の
給
水
不
足
に
起
因
す
る
結
果
と
し
て
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
火
災
に
よ
る
悲
惨
な
被
害
が
あ
る
。
実
際
に
こ
の
市
街
の
内
に
は
ど
こ
に
も
、
大
火
を
消
し
止
め
る
の
に
必
要
な
水
量
を
常
備
し
て
は
い
な
い
。
特
に
そ
の
火
災
は
大
体
夏
期
に
発
生
す
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
水
田
へ
灌
漑
が
必
要
な
時
期
で
あ
り
、
五
十
嵐
川
に
お
け
る
水
量
の
過
半
（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
全
量
を
も
引
水
す
る
と
聞
く
）
は
灌
漑
用
に
取
り
去
ら
れ
る
た
め
、
三
条
町
へ
給
水
の
余
裕
は
ど
れ
ほ
ど
も
無
い
。
話
に
聞
く
東
南
の
強
風
は
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
夏
期
、
た
び
た
び
吹
き
荒
む
。
こ
の
風
に
煽
ら
れ
て
町
の
東
南
部
に
火
災
が
起
こ
れ
ば
、
全
町
す
べ
て
が
烏
有
に
帰
す
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
町
並
み
の
形
状
と
配
置
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
去
る
明
治
十
三
年
に
は
、
数
戸
を
残
す
以
外
全
て
が
焼
失
し
た
と
口
語
訳
翻
刻
−（
四
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云
フ
其
後
ト
雖
モ
該
町
ノ
三
分
一
内
外
ノ
焼
失
ハ
既
ニ
幾
回
モ
有
リ
タ
リ
ト
云
フ
目
今
消
火
ニ
備
フ
ル
所
ノ
木
造
貯
水
槽
ハ
其
数
三
十
三
個
ニ
下
ラ
ス
市
中
所
々
地
面
下
ニ
据
付
ケ
ア
リ
該
槽
ハ
長
幅
各
々
凡
ソ
八
尺
ニ
シ
テ
深
凡
ソ
五
尺
ナ
リ
而
シ
テ
之
ニ
満
容
ス
ヘ
キ
水
量
凡
ソ
二
百
立
方
尺
ニ
当
ル
へ
シ
斯
ル
防
備
ノ
奏
効
必
ス
大
ナ
ル
ヘ
キ
事
敢
テ
疑
ヲ
容
レ
ス
然
レ
ト
モ
直
ニ
大
火
ト
ス
ヘ
キ
場
合
ニ
遭
遇
セ
ハ
諸
槽
水
量
ノ
総
合
計
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
猶
不
足
ナ
レ
ハ
縦
令
総
水
量
ヲ
シ
テ
意
ノ
如
ク
最
便
ノ
点
ニ
集
合
セ
シ
メ
得
ル
ト
ス
ル
モ
十
分
ト
ハ
謂
フ
事
ヲ
得
ス
且
ツ
又
タ
人
ヲ
役
シ
テ
水
ヲ
汲
入
レ
常
ニ
漏
減
ト
蒸
騰
ト
ノ
欠
減
ヲ
補
フ
ノ
労
力
ハ
決
シ
テ
小
ナ
リ
ト
謂
フ
可
ラ
ス
　
　
　
　
　
下 　 水 　 方
此
町
ノ
現
在
ノ
下
水
方
ハ
只
タ
内
国
ニ
普
通
ナ
ル
甚
タ
悪
シ
キ
方
法
即
チ
乱
雑
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
別
ニ
称
道
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
審
カ
ニ
之
ヲ
言
へ
ハ
糞
尿
以
外
ノ
不
潔
物
ハ
都
テ
無
盖
ノ
明
溝
ニ
流
出
シ
其
溝
辺
溝
底
嘗
テ
滲
洩
ヲ
防
キ
且
ツ
快
流
自
掃
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
趣
向
ヲ
執
ラ
サ
ル
是
レ
ナ
リ
故
ニ
不
潔
ノ
液
分
多
ク
地
中
ニ
滲
逸
シ
固
形
分
ハ
多
ク
溝
内
ニ
滞
留
ス
我
ハ
前
日
既
ニ
此
種
ノ
市
街
ヲ
巡
視
シ
来
テ
報
告
論
説
シ
タ
ル
ト
同
一
言
法
ヲ
反
復
シ
テ
今
又
タ
茲
ニ
陳
述
ス
ヘ
キ
ハ
抑
モ
此
ノ
如
ク
糞
尿
ヲ
混
セ
サ
ル
下
水
ト
ハ
云
フ
ト
雖
モ
其
汚
分
ニ
腐
化
ス
ル
ノ
時
間
ヲ
仮
ス
以
上
ハ
其
不
潔
ヨ
リ
危
害
ヲ
醸
ス
事
ハ
幾
ン
ト
糞
尿
混
入
ノ
下
水
ト
一
モ
異
ナ
ル
事
ナ
シ
ト
云
フ
事
是
レ
ナ
リ
而
シ
テ
其
溝
渠
ヨ
リ
汚
分
滲
逸
ノ
結
果
ハ
市
街
一
言
う
。
そ
の
後
、
町
三
分
一
内
外
に
及
ぶ
焼
失
は
既
に
何
度
も
起
こ
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
消
火
用
と
し
て
備
え
る
木
造
貯
水
槽
の
数
は
三
三
個
に
過
ぎ
ず
、
市
街
地
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
地
下
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
貯
水
槽
は
長
さ
、
幅
が
各
々
約
八
尺
、
深
さ
約
五
尺
、
そ
し
て
容
積
は
お
よ
そ
二
〇
〇
立
方
尺
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
備
え
が
、
必
ず
効
果
大
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
突
然
の
大
火
に
際
し
、
こ
の
水
槽
に
蓄
え
る
総
水
量
で
も
な
お
不
足
で
、
た
と
え
総
水
量
を
思
い
通
り
、
出
火
地
に
集
め
た
と
し
て
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
人
力
で
水
を
汲
み
入
れ
、
常
に
漏
洩
と
蒸
騰
と
に
よ
る
減
損
を
補
う
労
力
は
決
し
て
少
な
い
も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
下 　 水 　 方
こ
の
町
に
お
け
る
現
在
の
下
水
は
、
国
内
で
一
般
的
に
あ
る
ひ
ど
く
劣
悪
な
方
法
、
つ
ま
り
無
秩
序
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
特
記
す
る
点
は
な
い
。
詳
述
す
る
と
、
糞
尿
以
外
の
下
水
は
す
べ
て
覆
い
の
な
い
溝
に
流
出
し
、
溝
の
側
面
、
溝
底
は
滲
洩
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
流
れ
で
自
掃
で
き
る
よ
う
な
方
法
は
な
い
。
よ
っ
て
下
水
は
多
く
が
地
中
に
滲
み
だ
し
、
固
形
の
汚
物
は
多
く
が
溝
内
に
滞
留
す
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
既
に
こ
の
種
の
市
街
を
巡
視
し
て
、
報
告
、
論
説
し
た
と
同
こ
と
を
、
ま
た
こ
こ
に
申
し
上
げ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
に
糞
尿
を
分
離
し
た
下
水
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
汚
物
が
溝
内
に
滞
留
し
て
腐
敗
す
る
時
間
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
の
汚
染
物
が
危
害
を
発
生
さ
せ
、
糞
尿
が
混
入
し
た
下
水
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
く
な
る
点
だ
。
そ
し
て
そ
の
溝
よ
り
汚
染
物
質
が
滲
み
出
し
た
結
果
、
市
街
の
一
口
語
訳
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般
ノ
敷
地
ヨ
リ
危
害
ア
ル
蒸
騰
気
ヲ
発
散
ス
ル
事
ト
ナ
リ
且
ツ
溝
内
ノ
固
形
汚
分
ヨ
リ
モ
此
気
ヲ
発
ス
之
カ
為
メ
ニ
市
中
ノ
空
気
悉
ク
穢
レ
住
民
健
康
ノ
程
度
ハ
卑
キ
ニ
就
ク
動
モ
ス
レ
ハ
顕
著
ナ
ル
病
痾
ヲ
惹
キ
起
ス
可
キ
ナ
リ
若
シ
住
民
カ
皆
浅
井
ヨ
リ
水
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
前
項
ノ
如
キ
害
果
ハ
一
層
甚
シ
キ
ヲ
見
ン
其
故
他
ナ
シ
既
ニ
土
中
ニ
滲
透
シ
タ
ル
汚
穢
分
ハ
井
水
ニ
達
ス
ル
ニ
由
リ
其
水
ヲ
飲
用
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
必
ラ
ス
危
険
ナ
リ
実
ニ
毒
性
ヲ
含
メ
ル
モ
ノ
ト
謂
テ
可
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
夫
レ
三
条
町
ノ
土
地
已
ニ
斯
ノ
如
ク
不
良
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
内
国
数
多
他
ノ
市
街
ニ
比
ス
レ
ハ
其
害
少
シ
是
レ
畢
竟
浅
井
ノ
水
ヲ
汲
用
ス
ル
所
ノ
住
民
ハ
全
町
人
口
ノ
只
一
小
部
分
ニ
限
レ
ル
カ
故
ナ
ル
ノ
ミ
　
　
　
　
給
水
方
改
良
案
若
シ
三
条
ヲ
シ
テ
今
一
層
大
ナ
ル
市
街
ナ
ラ
シ
メ
且
ツ
富
裕
ノ
度
モ
頗
ル
優
等
ナ
ラ
シ
メ
ハ
当
サ
ニ
該
町
ニ
最
近
ナ
ル
丘
阜
ヲ
撰
ヒ
其
上
ニ
溜
池
ヲ
備
ヘ
高
圧
以
テ
給
水
ヲ
ナ
ス
カ
如
キ
理
想
的
完
全
ナ
ル
方
法
ヲ
講
究
ス
ル
ニ
足
ル
ナ
ラ
ン
ト
ス
レ
ト
モ
何
分
其
丘
阜
ハ
遠
ク
数
里
ノ
外
ニ
ア
リ
夫
レ
ヨ
リ
鋳
鉄
管
若
ク
ハ
鋼
管
ヲ
敷
達
ス
ル
ノ
長
キ
ヲ
以
テ
工
費
ノ
大
ナ
ル
知
ル
ヘ
キ
ナ
リ
縦
令
三
条
ハ
其
人
口
ニ
比
シ
殷
富
ナ
ル
事
内
国
第
一
ト
ス
ル
ト
モ
此
ノ
如
キ
大
事
業
ハ
未
タ
三
条
ノ
場
合
ニ
在
テ
必
要
ナ
ル
事
ヲ
認
メ
ス
故
ニ
実
際
其
給
水
源
ト
シ
テ
撰
フ
ニ
勝
エ
タ
ル
モ
ノ
ハ
五
十
嵐
川
ノ
水
ナ
ル
コ
ト
更
ニ
多
弁
ヲ
費
サ
ス
シ
テ
明
カ
ナ
リ
ト
ス
其
水
ノ
質
般
敷
地
か
ら
危
害
の
あ
る
気
体
が
蒸
散
さ
れ
、
更
に
溝
内
の
固
形
汚
染
物
も
こ
の
気
体
を
発
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
市
中
の
空
気
は
全
て
汚
染
さ
れ
て
住
民
の
健
康
水
準
は
低
下
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
著
し
い
疾
患
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
す
ら
あ
る
。
も
し
全
住
民
が
、
浅
井
か
ら
飲
用
水
を
得
て
い
る
な
ら
ば
、
前
項
の
よ
う
な
弊
害
は
一
層
ひ
ど
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
地
中
に
浸
透
し
た
汚
染
物
質
が
井
水
に
混
入
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
井
水
を
飲
用
に
供
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
、
毒
性
を
含
む
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
三
条
町
の
土
壌
が
既
に
こ
の
よ
う
に
不
良
な
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
も
、
国
内
多
数
の
市
街
に
比
べ
て
被
害
は
少
な
い
の
は
、
浅
井
戸
を
利
用
す
る
住
民
が
全
町
人
口
の
極
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
給
水
方
改
良
案
も
し
三
条
が
今
一
層
大
き
な
市
街
と
な
り
、
更
に
産
業
の
発
展
が
著
し
く
な
れ
ば
、
こ
の
町
に
近
い
丘
陵
を
選
び
、
丘
上
に
溜
池
を
備
え
、
高
圧
法
に
よ
る
給
水
を
な
す
理
想
的
か
つ
完
全
な
給
水
方
法
を
計
画
・
実
行
す
る
必
要
が
間
違
い
な
く
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
丘
陵
は
遠
く
数
里
離
れ
、
そ
こ
か
ら
長
大
な
鋳
鉄
管
も
し
く
は
鋼
管
を
敷
設
す
る
た
め
の
工
費
は
多
額
に
な
る
こ
と
は
知
っ
て
の
通
り
だ
。
た
と
え
三
条
が
人
口
に
比
べ
て
発
展
の
度
合
い
が
国
内
第
一
だ
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大
事
業
は
ま
だ
三
条
の
場
合
、
必
要
と
は
云
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
給
水
源
と
し
て
選
ぶ
の
に
適
当
な
の
は
五
十
嵐
川
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
水
質
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ハ
前
陳
ノ
如
ク
佳
ナ
リ
故
ニ
更
ニ
疑
問
ト
ス
ル
ハ
唯
タ
其
水
ヲ
引
入
ル
ゝ
ニ
ハ
何
ノ
点
ヨ
リ
ス
ル
カ
之
ヲ
導
達
ス
ル
ニ
ハ
何
ノ
方
策
ヲ
以
テ
ス
ル
カ
ノ
二
条
ノ
ミ
尚
ホ
五
十
嵐
川
ノ
水
質
ニ
就
テ
ハ
茲
ニ
又
タ
数
言
ヲ
陳
フ
ヘ
シ
化
学
的
分
析
ニ
拠
レ
バ
善
良
ト
謂
フ
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
前
陳
ノ
如
ク
該
分
析
術
ノ
ミ
ニ
信
拠
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
愚
見
ア
ル
ニ
由
リ
実
地
該
川
上
流
検
査
上
ヨ
リ
判
断
ヲ
下
ス
ト
モ
ハ
次
項
ノ
如
シ
該
川
ハ
給
水
源
ト
シ
テ
真
○ ニ ○ 完 ○ 美 ○ ナ
リ
ト
ハ
思
フ
ヲ
得
ス
然
レ
ト
モ
大
抵
善
良
ナ
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
ル
ナ
リ
之
ヲ
内
国
若
ク
ハ
欧
洲
ノ
諸
市
ニ
於
テ
得
ル
所
ノ
給
水
ニ
比
ス
レ
ハ
清
潔
ナ
ル
事
平
均
以
上
ノ
位
ヲ
占
ム
且
ツ
今
日
ノ
姿
ニ
比
ス
レ
ハ
改
良
タ
ル
コ
ト
万
○ 々 ○ ナ
ラ
ン
ト
ス
抑
モ
此
ノ
水
質
ヲ
理
想
的
純
潔
ナ
ラ
ン
ト
説
ク
ヲ
得
サ
ル
所
以
ノ
者
ハ
他
ナ
シ
今
給
水
引
入
口
ニ
便
ナ
ル
所
ト
シ
テ
考
案
中
ノ
位
置
ヨ
リ
更
ニ
上
流
ノ
沿
岸
ニ
ハ
数
個
ノ
村
落
ア
ル
事
並
ニ
該
位
置
ハ
種
々
ノ
理
由
ノ
下
ニ
大
抵
籠
場
ト
号
ツ
ク
ル
一
庄
ノ
辺
ニ
撰
定
ノ
趣
向
ト
セ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
看
ヨ
夫
レ
ヨ
リ
上
凡
弐
英
里
ノ
所
ニ
鹿
熊
川
ト
号
ツ
ク
ル
一
小
支
川
ニ
向
テ
流
水
ヲ
決
ス
ル
所
ノ
地
域
ハ
狭
小
ニ
ア
ラ
ス
又
タ
其
域
内
ニ
ハ
数
多
ノ
稲
田
及
人
家
ア
ル
事
是
レ
ナ
リ
而
シ
テ
鹿
熊
川
ノ
流
水
量
ハ
至
テ
少
ケ
レ
ト
モ
汚
穢
ハ
最
モ
甚
シ
之
カ
為
ニ
五
十
嵐
川
ノ
水
質
ニ
著
シ
キ
汚
害
無
キ
ハ
実
ニ
其
流
水
量
ニ
小
ナ
ル
ニ
モ
因
ラ
ン
カ
蓋
シ
又
タ
水
中
ニ
自
然
酸
化
作
用
ノ
ア
ル
ア
リ
テ
混
ス
ル
所
ノ
汚
分
数
里
ヲ
流
通
ス
ル
ノ
間
ニ
化
シ
テ
無
害
ノ
清
潔
分
ト
ナ
ル
ニ
由
ラ
ン
カ
茲
ニ
先
ツ
意
中
ニ
懸
ケ
置
ク
ヘ
キ
一
事
ハ
世
界
は
前
述
の
通
り
良
好
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
取
水
を
ど
こ
で
行
う
か
、
ま
た
取
水
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
使
え
ば
よ
い
か
、
の
二
点
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
五
十
嵐
川
の
水
質
に
つ
い
て
は
ま
た
幾
つ
か
の
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
化
学
的
分
析
に
よ
れ
ば
水
質
は
良
好
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
分
析
結
果
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
の
で
、
実
際
に
五
十
嵐
川
上
流
に
お
け
る
検
査
か
ら
判
断
を
下
す
場
合
は
、
以
下
に
詳
述
す
る
通
り
で
あ
る
。
五
十
嵐
川
は
給
水
源
と
し
て
の
条
件
を
完
全
に
満
た
し
て
は
い
な
い
が
、
か
な
り
良
好
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
国
内
も
し
く
は
欧
州
諸
都
市
に
お
け
る
給
水
源
に
比
べ
れ
ば
、
清
潔
さ
は
平
均
値
以
上
と
な
り
、
か
つ
改
良
点
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
水
質
が
給
水
源
と
し
て
の
条
件
を
満
さ
な
い
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
現
在
給
水
引
入
口
の
候
補
と
し
て
計
画
中
の
位
置
か
ら
更
に
上
流
の
沿
岸
に
は
数
個
の
村
落
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
給
水
引
入
口
が
、
幾
つ
か
の
理
由
か
ら
、
籠
場
と
と
呼
ば
れ
る
集
落
に
選
定
す
る
計
画
が
と
ら
れ
た
と
し
て
も
、
上
流
約
二
マ
イ
ル
の
鹿
熊
川
と
い
う
一
小
支
川
の
流
域
が
決
し
て
狭
い
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
多
く
の
稲
田
や
人
家
が
立
地
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鹿
熊
川
の
流
水
量
は
非
常
に
少
な
い
が
、
汚
濁
は
と
て
も
ひ
ど
い
。
但
し
、
五
十
嵐
川
の
水
質
に
際
立
っ
た
が
汚
染
が
見
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
流
水
量
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
水
中
に
自
然
酸
化
作
用
が
あ
る
の
で
、
混
入
す
る
汚
染
分
が
数
里
を
流
通
す
る
間
に
無
害
と
な
る
た
め
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ま
ず
念
頭
に
お
く
べ
き
こ
と
は
、
世
界
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何
レ
ノ
国
ニ
在
テ
モ
理
想
的
純
潔
ノ
水
ヲ
以
テ
市
街
ニ
給
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
場
合
ハ
実
ニ
罕
レ
ナ
ル
事
是
レ
ナ
リ
例
ス
ル
ニ
英
京
龍
動
府
ノ
大
部
分
ニ
供
給
ス
ル
所
ノ
水
ハ
上
流
ニ
於
テ
随
分
大
ナ
ル
市
街
数
個
ノ
下
水
ヲ
呑
収
シ
タ
ル
「
テ
エ
ム
ス
」
河
及
「
リ
イ
」
河
ヨ
リ
引
ク
カ
如
キ
又
タ
日
蔓
国
中
諸
市
ニ
給
ス
ル
モ
ノ
ハ
大
概
既
ニ
他
ノ
下
水
ヲ
受
ケ
テ
差
々
混
汚
ノ
河
川
ヨ
リ
ス
ル
カ
如
キ
皆
是
レ
ナ
リ
夫
レ
何
レ
ノ
市
街
ニ
於
テ
モ
若
シ
引
導
シ
得
へ
キ
最
良
水
源
ア
リ
テ
（
門
司
街
ノ
如
ク
）
其
水
ハ
現
用
ノ
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
ハ
迥
カ
ニ
優
等
ナ
ル
事
確
乎
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
何
ノ
躊
躇
ヲ
カ
要
セ
ン
ヤ
　
　
　
　
　
　
給
水
引
入
口
ノ
位
置
既
ニ
考
案
ニ
係
レ
ル
給
水
引
入
ノ
位
置
ハ
籠
場
ニ
ア
リ
ト
雖
ト
モ
我
ハ
更
ニ
稍
ヤ
下
流
ニ
去
リ
三
条
ニ
近
キ
所
ニ
撰
定
ス
ル
ノ
利
ヲ
説
ク
モ
ノ
ナ
リ
其
理
由
ハ
種
々
ア
リ
就
中
主
要
ト
ス
ル
所
ハ
一
段
下
流
ニ
至
レ
ハ
隨
テ
鹿
熊
川
ヨ
リ
投
ス
ル
所
ノ
汚
穢
分
カ
天
然
淘
汰
ヲ
享
ケ
テ
還
浄
ス
ル
ノ
距
離
長
キ
ヲ
加
フ
ル
ノ
利
ヲ
得
ル
事
是
レ
ナ
リ
今
茲
ニ
汚
流
天
然
淘
汰
ノ
理
ヲ
理
会
セ
シ
メ
ン
カ
為
ニ
詳
細
論
ニ
及
フ
ハ
適
当
ノ
場
合
ニ
非
ラ
ス
唯
タ
年
来
河
川
ノ
水
ニ
就
キ
既
ニ
発
見
セ
ラ
レ
タ
ル
要
事
ヲ
挙
ク
レ
ハ
十
分
ノ
事
ト
ス
其
要
如
何
ト
問
ハ
ゝ
答
ヘ
ン
曰
ク
河
川
其
他
外
気
ニ
露
出
ス
ル
所
ノ
流
水
ハ
其
中
ニ
下
水
ノ
汚
分
其
他
変
化
シ
易
キ
有
機
物
ヲ
混
ス
ル
ア
ル
モ
数
里
通
過
ノ
後
ハ
清
潔
ニ
復
ス
ル
事
、
又
タ
曰
ク
其
変
化
還
浄
ハ
酸
化
方
ナ
ル
自
然
ノ
作
用
ニ
依
ル
事
、
又
タ
曰
ク
此
ノ
作
用
ハ
顕
微
鏡
ニ
照
ラ
シ
テ
漸
ク
観
ル
ヲ
得
ヘ
キ
実
ニ
微
細
ノ
有
機
物
体
ナ
ル
「
バ
ク
テ
リ
ア
」
ノ
幇
助
ヲ
以
テ
起
ル
モ
ノ
ト
ノ
説
ハ
近
世
一
般
ニ
信
セ
ラ
ル
ゝ
事
ヲ
中
の
ど
の
国
で
も
、
理
想
的
で
清
純
な
水
を
市
街
に
供
給
で
き
る
こ
と
は
実
に
珍
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
大
部
分
に
供
給
さ
れ
る
水
は
、
上
流
に
お
い
て
か
な
り
大
き
な
都
市
数
個
分
の
下
水
が
全
て
流
れ
込
む
「
テ
ム
ズ
」
河
お
よ
び
「
リ
ー
」
河
よ
り
引
き
、
ま
た
は
国
内
諸
都
市
に
給
水
は
大
概
、
既
に
他
の
下
水
を
合
流
し
、
諸
処
の
汚
水
が
混
じ
っ
た
河
川
か
ら
行
う
よ
う
に
、
こ
れ
は
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
市
街
で
も
、
導
水
す
べ
き
最
良
の
水
源
が
あ
り
（
門
司
の
よ
う
な
）
、
そ
の
水
質
が
現
在
に
比
べ
て
は
る
か
に
優
れ
て
い
る
場
合
、
採
用
を
た
め
ら
う
こ
と
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
給
水
引
入
口
の
位
置
既
に
計
画
上
の
給
水
引
入
位
置
が
籠
場
に
あ
る
と
い
っ
て
も
、
私
は
更
に
や
や
下
流
の
三
条
に
近
い
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
の
利
点
を
提
案
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
様
々
あ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
一
段
下
流
に
計
画
す
る
こ
と
で
鹿
熊
川
か
ら
放
た
れ
る
汚
濁
分
が
自
然
浄
化
に
よ
り
還
浄
す
る
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
の
利
点
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
汚
水
が
自
然
浄
化
に
よ
り
浄
化
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
細
を
論
ず
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
た
だ
長
年
、
河
川
の
流
水
に
つ
い
て
発
見
さ
れ
た
点
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
河
川
な
ど
で
外
気
に
面
す
る
流
水
は
、
水
中
に
下
水
汚
分
や
そ
の
他
変
化
し
や
す
い
有
機
物
を
含
ん
で
い
て
も
、
数
里
を
流
下
し
た
後
は
清
潔
に
回
復
す
る
こ
と
、
そ
の
浄
化
は
酸
素
と
の
結
合
に
よ
る
自
然
の
作
用
に
よ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
作
用
は
顕
微
鏡
で
よ
う
や
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
実
に
微
細
の
有
機
体
で
あ
る
「
バ
ク
テ
リ
ア
」
の
助
け
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
説
は
近
来
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
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故
ニ
三
条
ノ
上
凡
一
英
里
ト
籠
場
ト
ノ
間
ニ
テ
ハ
川
流
ニ
他
ノ
汚
分
ヲ
混
加
セ
サ
ル
ニ
因
リ
其
際
限
内
ニ
就
テ
給
水
引
入
口
ヲ
設
ク
ル
ヲ
可
ト
ス
但
シ
是
レ
水
流
ニ
天
然
淘
汰
ノ
時
間
ヲ
十
分
ニ
付
与
ス
ル
ノ
趣
旨
ニ
出
ツ
ル
ヲ
以
テ
其
位
置
下
流
ニ
偏
ス
ル
ニ
若
カ
サ
ル
ヲ
知
レ
又
タ
斯
ル
勧
告
ヲ
ナ
ス
ノ
理
由
中
ノ
一
ト
ス
ル
ハ
従
来
此
ノ
辺
ニ
ハ
五
十
嵐
川
ヨ
リ
灌
田
用
水
ヲ
引
ク
所
ノ
入
口
三
個
所
ア
リ
今
此
ノ
煩
累
ヲ
避
ケ
更
ニ
下
流
ニ
於
テ
給
水
引
水
ヲ
ナ
ス
事
ヲ
得
ル
是
レ
ナ
リ
素
ヨ
リ
此
ノ
給
水
量
ハ
敢
テ
著
シ
キ
影
響
ヲ
該
川
全
水
量
ニ
顕
ス
ヘ
キ
程
ノ
者
ニ
ア
ラ
ス
依
テ
農
家
ニ
対
シ
テ
別
段
ノ
損
害
ヲ
与
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ス
一
朝
給
水
引
入
口
ヲ
彼
等
ノ
用
水
口
ノ
上
ニ
新
設
セ
ハ
我
ハ
想
フ
ニ
該
農
民
ハ
内
国
及
欧
洲
ニ
通
例
ト
ス
ル
所
ノ
農
民
ト
ハ
大
ニ
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
必
ス
苦
情
ヲ
唱
ヘ
テ
激
昂
ス
ヘ
キ
ナ
リ
次
ニ
陳
フ
ヘ
キ
第
三
ノ
理
由
ハ
三
条
ニ
延
達
ス
ヘ
キ
水
道
ノ
短
縮
ヲ
得
ル
コ
ト
是
レ
ナ
リ
今
引
入
口
ノ
位
置
ヲ
ト
シ
テ
付
図
（
籠
場
三
条
間
水
道
伏
設
線
実
測
図
ト
題
ス
ル
モ
ノ
）
ノ
（
24
） 印
ノ
近
傍
ト
定
メ
テ
可
ナ
ル
ヘ
シ
我
カ
見
ル
所
ニ
拠
レ
ハ
水
道
線
路
ノ
如
キ
ハ
引
入
口
ノ
何
レ
ニ
撰
定
セ
ラ
ル
ゝ
ト
モ
既
ニ
提
出
セ
ラ
レ
タ
ル
考
按
ヲ
以
テ
其
位
置
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ゝ
如
シ
給
水
引
入
口
設
置
ノ
工
事
ハ
特
ニ
経
費
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
要
セ
ス
唯
タ
灌
田
用
水
口
ノ
開
設
ニ
尋
常
必
要
ナ
ル
工
事
ニ
準
ス
レ
ハ
足
レ
ル
ノ
ミ
　
　
　
　
　
高
圧
、
低
圧
ノ
給
水
式
そ
の
た
め
三
条
上
流
約
一
マ
イ
ル
と
籠
場
と
の
間
で
は
流
域
か
ら
の
汚
染
分
混
加
が
な
い
の
で
、
そ
の
流
域
内
に
給
水
引
入
口
を
設
け
る
の
が
よ
い
。
た
だ
水
流
に
自
然
浄
化
の
時
間
を
十
分
に
与
え
る
と
い
う
狙
い
に
よ
る
な
ら
ば
、
そ
の
位
置
を
下
流
に
移
す
の
が
よ
い
と
考
え
る
べ
き
だ
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
勧
告
を
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
従
来
こ
の
あ
た
り
に
は
五
十
嵐
川
か
ら
農
業
用
の
灌
漑
用
水
取
水
口
が
三
ヵ
所
あ
り
、
こ
の
煩
わ
し
さ
を
避
け
て
も
う
少
し
下
流
で
給
水
引
水
を
な
す
た
め
で
あ
る
。
も
と
も
と
水
道
用
の
給
水
量
は
必
ず
し
も
顕
著
な
影
響
を
五
十
嵐
川
全
水
量
に
及
ぼ
す
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
農
家
に
対
し
て
多
大
な
損
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ひ
と
た
び
、
給
水
引
入
口
を
農
業
用
水
口
上
流
に
新
設
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
内
お
よ
び
欧
州
に
お
い
て
通
例
と
さ
れ
る
も
の
と
大
い
に
趣
が
異
な
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
農
民
は
必
ず
苦
情
を
唱
え
て
激
怒
す
る
も
の
と
私
は
予
想
す
る
。
次
に
申
し
上
げ
た
い
第
三
の
理
由
は
、
三
条
ま
で
敷
設
す
る
導
水
路
を
短
縮
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
引
入
口
の
位
置
は
付
図
（
籠
場
、
三
条
間
水
道
伏
設
線
実
線
図
と
題
す
る
も
の
）
（
24
） 印
付
近
と
決
定
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
私
が
見
た
と
こ
ろ
水
道
水
路
は
引
入
口
の
ど
こ
に
選
ん
だ
と
し
て
も
、
既
に
提
出
さ
れ
た
計
画
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
を
決
定
す
る
の
が
よ
い
。
給
水
引
入
口
設
置
の
工
事
は
特
に
大
き
な
経
費
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
農
業
灌
漑
用
水
口
の
設
置
に
通
常
必
要
な
工
事
に
従
え
ば
十
分
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
高
圧
、
低
圧
の
給
水
式
口
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凡
ソ
市
街
ニ
ハ
縦
横
金
属
管
ヲ
敷
達
シ
水
ニ
大
ナ
ル
圧
力
ヲ
加
へ
需
ニ
応
シ
テ
戸
々
及
所
々
ニ
噴
水
セ
シ
ム
ル
所
ノ
高
圧
給
水
方
ヲ
執
ル
ニ
若
ク
ハ
無
キ
事
更
ニ
論
ス
ル
ヲ
要
セ
ス
然
レ
ト
モ
三
条
町
ノ
如
キ
小
市
街
ニ
シ
テ
ハ
天
然
ノ
地
勢
特
ニ
好
状
ヲ
呈
ス
ル
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
高
圧
式
ノ
給
水
工
ヲ
施
ス
ノ
事
業
稍
ヤ
大
ニ
過
キ
タ
リ
ト
ス
故
ニ
今
回
提
出
ス
ル
所
ノ
給
水
工
ハ
低
圧
式
ニ
属
ス
ト
雖
ト
モ
実
施
後
縦
令
ヒ
三
条
町
ニ
於
テ
高
圧
給
水
ヲ
行
フ
ノ
適
当
ナ
ル
ノ
場
合
ニ
至
ル
モ
該
工
事
ノ
無
用
ニ
属
ス
ル
カ
如
キ
憂
無
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
更
ニ
渾
テ
ノ
街
衢
ニ
鋳
鉄
管
ヲ
敷
置
シ
配
水
系
統
ヲ
形
成
シ
且
ツ
三
条
付
近
ニ
喞
筒
ノ
据
付
ヲ
ナ
シ
（
事
宜
ニ
応
シ
沈
澱
池
及
漉
浄
地
ヲ
モ
設
ク
ヘ
シ
）
以
テ
提
出
ノ
工
事
ヲ
シ
テ
全
然
高
圧
式
ニ
転
化
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
レ
ハ
ナ
リ
　
　
　
　
　
水
道
ノ
形
状
、
材
料
、
大
小
我
ハ
惟
フ
三
条
ノ
如
キ
場
合
ニ
在
テ
ハ
其
水
道
ト
シ
テ
採
用
ス
ヘ
キ
種
々
ノ
材
料
並
ニ
形
状
ハ
ア
レ
ト
モ
磁
管
ヲ
用
ユ
ル
ノ
利
多
キ
ニ
若
カ
ス
ト
特
ニ
無
蓋
ノ
露
渠
ハ
耕
地
ノ
間
ヲ
過
キ
彼
此
人
家
ア
ル
所
ヲ
経
レ
ハ
自
然
幾
分
ノ
汚
穢
ヲ
混
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
採
用
ヲ
忌
ム
ヘ
シ
磁
管
ハ
甚
タ
清
潔
ニ
シ
テ
能
ク
久
キ
ニ
耐
ユ
ル
者
ナ
リ
加
之
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
若
シ
管
ノ
接
合
其
当
ヲ
得
ハ
管
線
中
通
水
傾
度
ノ
標
準
線
ヨ
リ
稍
ヤ
下
ニ
低
落
ス
ル
事
ア
レ
ト
モ
其
距
離
ニ
拘
ラ
ス
落
差
十
尺
以
内
ナ
レ
ハ
之
ヲ
許
容
シ
テ
不
可
ナ
キ
者
ナ
リ
此
一
事
ハ
大
ニ
管
線
延
達
ノ
業
ヲ
シ
テ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
茲
ニ
又
タ
勧
告
ス
ヘ
キ
ハ
先
ツ
一
条
ノ
磁
管
ハ
付
図
ノ
（
24
） 印
辺
ヨ
リ
土
中
ニ
伏
設
シ
三
条
町
ニ
達
シ
夫
レ
ヨ
リ
市
街
ノ
中
央
ニ
沿
テ
適
宜
ノ
一
幹
線
ヲ
延
長
シ
其
末
適
宜
ノ
場
所
ニ
至
リ
給
水
余
分
ノ
水
ヲ
信
濃
川
ニ
放
ツ
ノ
趣
向
ヲ
取
リ
其
給
水
は
、
市
街
の
縦
横
に
金
属
管
を
敷
設
し
、
水
に
高
い
圧
力
を
加
え
、
需
要
に
応
じ
て
各
戸
及
び
所
々
に
噴
水
さ
せ
る
高
圧
給
水
法
を
採
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
条
町
の
よ
う
な
小
市
街
で
は
地
勢
が
特
に
良
好
な
場
合
を
除
い
て
、
高
圧
式
の
給
水
工
事
を
伴
う
事
業
は
、
や
や
大
規
模
に
過
ぎ
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
提
出
す
る
給
水
工
事
は
低
圧
式
に
属
す
る
が
、
実
施
後
、
三
条
町
に
お
い
て
高
圧
給
水
を
敷
設
す
る
段
に
な
っ
て
も
、
今
回
の
工
事
が
無
用
と
な
る
心
配
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
更
に
全
て
の
街
区
に
鋳
鉄
管
を
設
置
し
て
配
水
系
統
を
形
成
さ
せ
、
三
条
付
近
に
ポ
ン
プ
の
据
付
（
事
情
に
よ
っ
て
沈
殿
池
及
び
濾
過
池
を
も
設
け
る
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
回
提
出
の
施
設
を
高
圧
式
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
水
道
の
形
状
、
材
料
、
大
小
上
水
道
と
し
て
採
用
す
る
べ
き
材
料
と
形
状
は
種
々
あ
る
が
、
私
は
三
条
の
よ
う
な
町
の
場
合
、
磁
管
を
用
い
る
こ
と
の
利
点
が
多
い
と
考
え
る
。
特
に
蓋
の
無
い
開
渠
で
は
、
耕
地
の
間
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
人
家
が
あ
る
所
を
経
れ
ば
自
然
に
幾
ら
か
汚
物
の
混
入
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
磁
管
は
非
常
に
清
潔
で
、
長
期
の
耐
久
性
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
も
し
管
の
接
合
が
十
分
で
あ
れ
ば
、
管
の
勾
配
が
標
準
線
か
ら
や
や
下
が
っ
て
も
、
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
落
差
は
一
〇
尺
以
内
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
管
線
延
伸
を
容
易
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
申
し
上
げ
る
の
点
は
、
ま
ず
一
筋
の
磁
管
を
付
図
（
24
） に
お
け
る
印
辺
り
か
ら
地
中
に
敷
設
し
、
三
条
町
に
達
し
て
か
ら
市
街
地
の
中
央
に
沿
っ
て
適
当
な
一
幹
線
を
延
伸
さ
せ
、
末
端
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
場
所
に
至
っ
て
、
余
水
を
信
濃
川
に
放
つ
と
い
う
方
法
を
取
り
、
そ
の
口
語
訳
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管
端
部
ハ
上
ニ
向
テ
漸
曲
遂
ニ
給
水
区
内
最
高
地
点
ヨ
リ
モ
更
ニ
高
キ
事
一
尺
ノ
度
ニ
至
テ
開
口
セ
シ
ム
ヘ
キ
是
レ
ナ
リ
其
大
体
ハ
次
ノ
略
図
ニ
示
ス
カ
如
シ
此
ノ
如
ク
管
ノ
末
端
ヲ
開
放
シ
置
ク
所
以
ノ
理
ハ
二
ア
リ
一
ニ
ハ
管
内
ニ
生
ス
ヘ
キ
一
時
ニ
異
圧
ニ
対
シ
其
害
ヲ
避
ケ
ン
カ
為
ナ
リ
但
シ
磁
管
ノ
接
合
ノ
所
ハ
平
方
吋
ニ
付
五
斤
ポ
ン
ド
以
上
ノ
圧
力
ニ
耐
ユ
ル
能
ハ
ス
ト
知
ル
ヘ
シ
、
又
タ
一
ニ
ハ
常
ニ
管
中
ノ
通
水
ニ
保
タ
シ
ム
ル
ニ
途
中
ニ
沈
澱
物
ヲ
生
セ
サ
ル
程
ノ
速
力
ヲ
以
テ
ス
ル
カ
為
ナ
リ
磁
管
ハ
特
ニ
大
ナ
ラ
サ
ル
モ
同
シ
ク
目
的
ヲ
達
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
ト
雖
モ
事
情
成
ス
ヲ
得
ヘ
ク
ン
ハ
径
十
八
吋
ノ
磁
管
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
若
カ
ス
果
シ
テ
然
ル
ニ
於
テ
ハ
三
条
町
及
四
囲
ノ
付
近
部
落
ニ
於
ケ
ル
現
在
人
口
ハ
勿
論
又
タ
他
日
其
五
割
増
ニ
進
ミ
タ
ル
時
モ
之
ヲ
以
テ
供
給
十
分
ナ
ラ
ン
ト
ス
斯
ノ
如
ク
供
給
ス
ヘ
キ
水
ハ
夏
期
酷
暑
ノ
候
ト
雖
モ
爽
冷
ニ
保
タ
ン
カ
為
事
情
ノ
許
ス
限
リ
ハ
地
面
下
四
尺
以
上
ノ
深
所
ニ
管
線
ヲ
伏
設
ス
ル
ヲ
要
ス
管
端
部
は
上
に
向
っ
て
次
第
に
曲
が
り
、
給
水
区
内
最
高
地
点
よ
り
も
一
尺
程
度
高
く
な
る
よ
う
開
口
さ
せ
る
べ
き
こ
と
で
、
そ
の
大
体
は
次
の
略
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
 
こ
の
よ
う
に
管
の
末
端
を
開
放
し
て
お
く
理
由
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
管
内
に
生
ず
る
集
中
的
な
異
常
圧
の
害
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
磁
管
の
接
合
部
は
五
ポ
ン
ド
／
平
方
吋
以
上
の
圧
力
に
耐
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
常
に
管
中
の
通
水
に
沈
殿
物
を
生
じ
さ
せ
な
い
流
速
を
保
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。
磁
管
は
特
別
に
大
き
な
口
径
で
な
く
て
も
目
的
を
達
す
る
も
の
の
、
事
情
が
許
す
な
ら
ば
一
八
イ
ン
チ
径
磁
管
の
採
用
が
最
善
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
三
条
町
お
よ
び
周
囲
の
付
近
部
落
に
お
い
て
現
人
口
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、
人
口
が
五
割
増
加
し
た
場
合
で
も
こ
の
施
設
で
供
給
は
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
供
給
さ
れ
る
水
は
夏
期
の
暑
い
時
期
で
も
水
温
に
保
つ
た
め
、
事
情
の
許
す
限
り
は
地
下
四
尺
以
上
の
深
さ
に
管
線
を
伏
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
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前
陳
ニ
係
ル
磁
管
ノ
尺
度
ハ
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
　 一
、
接
合
ノ
輪
縁
部
ヲ
除
キ
管
胴
ノ
長
二
尺
　 一
、
管
胴
ノ
厚
一
吋
ト
四
分
三
　 一
、
接
合
ノ
輪
縁
部
ノ
幅
三
吋
　 一
、
同
　
　 同 　 部
ノ
内
径
廿
二
吋
　 一
、
同
　
　 同 　 部
ノ
厚
二
吋
磁
管
据
付
ノ
方
法
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
　 一
、
基
礎
ノ
工
事
ヲ
要
セ
ス
然
レ
ト
モ
管
ノ
全
部
ハ
動
カ
サ
ル
土
上
ニ
安
置
ス
ル
ノ
趣
旨
ヲ
執
リ
深
ク
敷
掘
　
　
　
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
又
タ
接
合
点
ニ
ハ
小
窪
ヲ
鑿
開
シ
以
テ
接
合
輪
縁
内
ノ
下
辺
ニ
填
材
ヲ
装
入
ス
ル
ノ
便
　
　
　
ヲ
与
フ
ヘ
シ
　 一
、
一
ノ
管
端
次
ノ
管
頭
輪
縁
ノ
中
ニ
入
リ
己
ニ
其
位
置
適
当
ナ
レ
ハ
即
チ
帆
縄
其
他
麻
縄
ノ
柔
靭
ナ
ル
モ
　
　
　
ノ
ヲ
取
リ
之
ヲ
輪
縁
内
ノ
間
隙
ニ
挿
ミ
打
入
シ
テ
良
ク
徹
底
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
其
レ
之
ヲ
ナ
ス
ノ
目
的
ハ
二
ア
リ
一
ニ
ハ
　
　
　
両
管
ノ
中
心
線
ヲ
シ
テ
一
直
ナ
ラ
シ
メ
一
ニ
ハ
膠
セ
メ
灰
ン
ト
ノ
管
中
ニ
逸
出
ス
ル
ヲ
防
ク
モ
ノ
ナ
リ
　 一
、
接
合
用
膠
灰
砂
（
モ
ル
タ
ア
）
ハ
「
ポ
オ
ト
ラ
ン
ド
」
種
又
タ
ハ
之
ト
同
等
ノ
膠
灰
ト
清
潔
ニ
シ
テ
且
ツ
粒
々
圭
角
　
　
　
ア
ル
砂
ト
ヲ
等
分
ニ
混
和
シ
テ
製
ス
ヘ
シ
而
テ
此
ノ
合
剤
ヲ
取
リ
前
項
ノ
如
ク
打
麻
シ
テ
余
ス
所
ノ
輪
縁
内
ノ
空
前
述
に
か
か
わ
る
磁
管
の
寸
法
は
左
記
を
参
照
せ
よ
。
　 一
、
接
合
の
輪
縁
部
を
除
い
た
管
胴
の
長
さ
二
尺
　 一
、
管
胴
の
厚
さ
一
吋
と
四
分
の
三
　 一
、
接
合
の
輪
縁
部
の
幅
三
吋
　 一
、
同
　
　 同 　 部
の
内
径
二
二
吋
　 一
、
同
　
　 同 　 部
の
厚
さ
二
吋
磁
管
据
付
の
方
法
は
左
記
を
参
照
せ
よ
。
　 一
、
基
礎
工
事
は
必
要
と
し
な
い
が
、
管
全
体
を
安
定
し
た
地
面
に
安
置
す
る
方
法
を
と
り
、
深
い
敷
堀
　
　
　
に
注
意
し
な
さ
い
。
ま
た
接
合
点
に
は
小
穴
を
掘
削
し
て
、
接
合
輪
縁
部
内
の
下
辺
に
充
填
材
を
装
入
し
　
　
　
や
す
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
　 一
、
一
管
の
端
を
、
次
の
管
頭
輪
縁
に
装
着
さ
せ
、
据
付
け
位
置
が
適
当
で
あ
れ
ば
、
し
な
や
か
な
帆
縄
や
麻
縄
を
　
　
　
輪
縁
内
の
間
隙
に
挿
み
、
打
ち
入
れ
て
密
着
さ
せ
る
。
こ
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
　
　
　
両
管
の
中
心
線
を
真
っ
直
ぐ
に
す
る
た
め
で
、
も
う
一
つ
は
膠
セ
メ
灰
ン
ト
が
管
中
へ
逸
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
　 一
、
接
合
用
膠
灰
砂
（
モ
ル
タ
ル
）
は
「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
」
種
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
セ
メ
ン
ト
と
、
清
潔
か
つ
粒
度
　
　
　
の
あ
る
砂
を
一
：
一
に
混
和
し
て
調
合
し
な
さ
い
。
そ
う
し
て
こ
の
製
品
を
使
っ
て
前
項
の
よ
う
に
打
麻
を
し
て
輪
縁
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隙
ニ
之
ヲ
装
入
ス
ヘ
シ
但
シ
其
下
辺
ニ
至
ル
迄
填
充
周
到
ナ
ラ
ン
事
ヲ
努
ム
ヘ
シ
　 「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
管
ノ
事
「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
管
ヲ
採
用
セ
ン
ト
ノ
説
ハ
ア
レ
ト
モ
彼
ノ
欧
洲
ニ
於
テ
多
年
前
幾
許
カ
行
ハ
レ
テ
之
ヲ
磁
管
ニ
代
用
シ
タ
ル
ノ
例
ア
リ
然
リ
該
管
ニ
ハ
更
ニ
利
得
ト
ス
ヘ
キ
事
ア
リ
即
チ
其
質
強
固
ニ
シ
テ
磁
管
ノ
如
ク
破
損
シ
易
キ
ノ
虞
ナ
シ
縦
令
破
損
ヲ
生
ス
ル
ト
モ
膠
灰
ヲ
施
シ
テ
修
復
シ
能
フ
（
是
レ
磁
管
ニ
ハ
為
サ
ヲ
得
サ
ル
所
）
夫
レ
斯
ノ
如
キ
利
得
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ス
欧
洲
中
特
ニ
磁
管
ノ
代
価
比
較
上
迥
カ
ニ
廉
小
ナ
ル
ノ
地
ニ
在
テ
ハ
常
ニ
擯
斥
セ
ラ
ル
ゝ
所
ノ
者
ナ
リ
然
レ
ト
モ
当
国
ニ
於
テ
ハ
之
レ
ト
大
ニ
事
情
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
知
レ
リ
現
ニ
東
京
市
ノ
水
道
工
事
淀
橋
辺
ニ
ハ
数
多
ノ
「
コ
ン
ク
リ
イ
」
管
ヲ
採
用
セ
リ
聞
ク
所
ニ
拠
レ
ハ
其
代
価
ハ
只
タ
磁
管
ノ
価
ノ
凡
半
ニ
当
ル
ト
云
フ
果
シ
テ
然
ラ
ハ
此
レ
蓋
シ
三
条
ノ
導
水
管
ニ
採
用
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
カ
且
ツ
該
管
ノ
好
評
ヲ
モ
伝
聞
ス
ル
所
ア
リ
唯
タ
我
カ
茲
ニ
一
言
シ
置
ク
ヘ
キ
事
ハ
我
ハ
曾
テ
数
里
ノ
間
ニ
磁
管
ヲ
敷
ク
事
ヲ
監
督
シ
タ
ル
所
ノ
実
験
ハ
有
レ
ト
モ
「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
管
ノ
敷
設
ニ
至
テ
ハ
未
タ
曾
テ
実
験
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
キ
ト
云
フ
事
是
レ
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
配
水
ノ
方
法
今
提
出
ス
ル
所
ノ
工
式
ハ
低
圧
給
水
ナ
ル
ヲ
以
テ
配
水
ノ
方
法
モ
簡
単
ニ
シ
テ
事
足
レ
リ
於
是
我
カ
勧
告
ス
ヘ
キ
事
ハ
現
在
地
面
下
ニ
備
フ
ル
所
ノ
貯
水
槽
ハ
保
存
シ
置
キ
夫
ノ
径
十
八
吋
ノ
給
水
幹
管
ヨ
リ
径
四
吋
管
ヲ
支
出
シ
テ
水
ヲ
槽
中
ニ
送
ル
ヘ
シ
又
タ
槽
側
ニ
ハ
樋
門
ヲ
設
ケ
テ
水
量
ヲ
節
ス
ヘ
キ
事
是
レ
ナ
リ
（
樋
門
ハ
木
製
ニ
シ
テ
簡
易
ノ
　
　
　
隙
に
こ
れ
を
装
入
し
な
さ
い
。
た
だ
し
輪
縁
内
下
辺
に
至
る
ま
で
填
充
が
十
分
で
あ
る
よ
う
に
注
意
し
な
さ
い
。
　 「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
の
事
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
を
採
用
す
る
計
画
は
、
欧
州
に
お
い
て
も
数
年
前
に
何
件
か
磁
管
に
代
用
し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
管
に
は
加
え
て
利
点
が
あ
る
。
こ
の
管
は
堅
固
で
、
磁
管
の
よ
う
に
破
損
を
す
る
恐
れ
が
少
な
い
。
た
と
え
破
損
し
て
も
セ
メ
ン
ト
に
よ
り
修
復
が
で
き
る
（
こ
れ
は
磁
管
で
は
で
き
な
い
こ
と
だ
）
。
そ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
で
は
特
に
磁
管
が
安
価
で
あ
る
地
域
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
は
排
除
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
国
で
は
こ
れ
と
大
い
に
事
情
が
異
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。
現
に
東
京
市
の
水
道
工
事
淀
橋
周
辺
で
は
多
数
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
を
採
用
し
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
そ
の
価
格
は
磁
管
の
お
よ
そ
半
分
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
三
条
の
導
水
管
に
こ
れ
を
採
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
管
の
好
評
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
申
し
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
私
が
磁
管
敷
設
の
監
督
を
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
敷
設
の
実
績
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
配
水
の
方
法
今
回
提
出
す
る
工
法
は
低
圧
給
水
で
あ
る
た
め
、
配
水
の
方
法
も
簡
単
な
も
の
で
間
に
合
う
。
私
が
勧
告
し
た
い
こ
と
は
、
現
在
地
面
下
に
備
え
る
貯
水
槽
は
残
置
し
、
一
八
吋
の
給
水
幹
管
か
ら
径
四
吋
管
を
枝
分
か
れ
さ
せ
て
水
を
槽
中
へ
送
る
。
ま
た
、
槽
側
に
は
樋
門
を
設
け
て
水
量
を
調
節
さ
せ
る
と
い
う
方
法
だ
（
樋
門
は
木
製
に
し
て
簡
易
な
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構
造
ニ
出
ツ
ル
ヲ
得
）
惟
フ
ニ
尚
数
個
ノ
水
槽
ハ
新
設
増
補
ス
ヘ
キ
事
ナ
ラ
ン
設
シ
実
際
成
ス
ヲ
得
ヘ
ク
ン
ハ
要
街
相
交
接
ス
ル
隅
角
ニ
ハ
一
ノ
貯
水
槽
ヲ
備
フ
ル
ニ
若
カ
ス
其
他
日
用
ニ
供
ス
ル
ヘ
キ
水
ハ
内
国
ニ
普
通
ナ
ル
円
槽
即
桶
ヲ
土
中
ニ
据
ヘ
之
ニ
配
水
ス
ル
事
ヲ
得
但
シ
桶
ノ
構
造
ニ
ハ
特
ニ
注
意
シ
テ
其
底
側
ト
モ
水
気
ノ
漏
逸
無
キ
ヲ
要
ス
其
故
他
ナ
シ
桶
外
ノ
土
中
水
位
高
ク
桶
中
ノ
水
面
ヲ
超
ユ
ル
事
ア
ラ
ン
ニ
ハ
外
水
桶
内
ニ
進
入
シ
相
混
ス
ル
ノ
虞
ア
レ
ハ
ナ
リ
是
レ
三
条
町
ノ
地
水
ハ
汚
悪
ナ
ル
コ
ト
前
条
既
ニ
説
ク
所
ノ
如
キ
カ
故
ナ
リ
上
来
陳
フ
ル
所
ノ
方
法
ヲ
以
テ
セ
ハ
我
ハ
惟
フ
該
町
ノ
日
用
並
ニ
防
火
用
ニ
対
シ
一
ノ
低
○ 圧 ○ 給 ○ 水 ○ 式
相
当
ノ
全
効
ハ
収
メ
得
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ゝ
　
　
　
　
　
市
中
ノ
下
水
方
従
来
ノ
下
水
方
ニ
依
ル
モ
敢
テ
大
ナ
ル
困
難
ハ
無
カ
ル
ヘ
シ
ト
ハ
雖
モ
我
ハ
又
タ
茲
ニ
分
セ
パ
レ
ー
ト
離
下
水
式
ナ
ル
方
法
ヲ
採
用
セ
ン
事
ヲ
勧
告
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
趣
向
タ
ル
日
用
ニ
供
シ
タ
ル
汚
水
ト
時
々
ノ
雨
水
ト
各
々
疏
通
溝
ヲ
異
ニ
ス
ル
ニ
ア
リ
此
ノ
方
法
ハ
現
今
欧
米
ノ
諸
市
ニ
於
テ
モ
情
勢
之
レ
ニ
適
ス
ル
以
上
ハ
大
低
採
用
ス
ル
所
ノ
者
ナ
リ
日
本
国
中
ノ
諸
市
ニ
在
テ
モ
従
来
ノ
溝
渠
ハ
恰
モ
雨
水
ヲ
疏
ス
ル
ニ
好
キ
ヲ
以
テ
下
水
ノ
分
離
ニ
適
ス
ル
者
概
シ
テ
是
レ
ナ
リ
構
造
で
よ
い
）
。
な
お
数
個
の
水
槽
は
新
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
推
察
す
る
。
こ
れ
が
実
現
出
来
る
な
ら
、
市
街
の
主
要
交
叉
点
に
一
つ
ず
つ
の
貯
水
槽
を
備
え
る
こ
と
が
一
番
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
日
用
に
供
給
さ
れ
る
水
は
国
内
に
流
通
す
る
円
槽
、
つ
ま
り
桶
を
地
中
に
据
え
、
こ
れ
に
配
水
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
桶
の
構
造
は
特
に
注
意
し
、
底
側
と
も
に
水
分
の
漏
逸
が
無
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
理
由
は
桶
外
土
中
の
水
位
が
高
く
、
桶
中
の
水
面
を
超
え
る
事
が
あ
る
場
合
に
は
、
外
水
が
桶
内
に
進
入
し
混
じ
り
あ
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
三
条
町
の
地
下
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
条
で
既
に
申
し
上
げ
た
通
り
で
あ
る
。
以
上
に
申
し
上
げ
た
方
法
に
よ
れ
ば
、
三
条
町
の
日
用
、
並
び
に
防
火
用
に
対
し
て
こ
の
低
圧
給
水
式
は
相
当
の
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
私
は
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
市
中
の
下
水
方
従
来
の
下
水
方
に
よ
っ
て
も
さ
し
て
大
き
な
困
難
は
無
い
が
、
私
は
加
え
て
分
離
下
水
式
と
い
う
方
法
を
採
用
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。
そ
の
計
画
は
日
用
の
下
水
と
、
雨
水
と
を
各
々
別
の
通
水
溝
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
現
在
、
欧
米
の
諸
都
市
に
お
い
て
も
情
勢
が
許
す
場
合
は
大
抵
採
用
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、
国
内
諸
都
市
に
お
い
て
も
従
来
の
溝
渠
は
、
ま
さ
し
く
雨
水
を
流
す
よ
う
な
構
造
で
、
下
水
の
分
離
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
。
口
語
訳
翻
刻
−（
　
）−
十
四
−（
　
）−
十
四
原
資
料
112　『教師バルトン捧呈新潟県下三条町衛生状況報告書訳』翻刻及び口語訳
分
離
下
水
式
ニ
要
ス
ヘ
キ
溝
管
ハ
強
チ
大
ナ
ル
ヲ
要
セ
ス
但
シ
下
水
ノ
容
レ
テ
疏
シ
去
ル
ニ
足
ル
ヲ
度
ト
ス
而
シ
テ
所
所
ニ
設
ク
ヘ
キ
監
視
窓
穴
相
互
ノ
間
ハ
管
ノ
方
向
一
直
線
ニ
進
ム
ヘ
シ
但
監
視
窓
穴
ハ
二
条
ノ
管
線
相
互
交
叉
ス
ル
所
及
管
線
ノ
曲
折
ス
ル
所
ニ
ハ
特
ニ
之
ヲ
設
ケ
又
タ
直
線
ニ
進
ム
モ
距
離
凡
ソ
一
丁
ニ
及
ヘ
ハ
又
タ
之
ヲ
設
ク
ヘ
シ
顧
フ
ニ
三
条
町
ノ
如
キ
程
度
ニ
応
シ
テ
ハ
管
ノ
断
面
形
ハ
円
ニ
シ
テ
可
ナ
リ
又
タ
磁
管
ヲ
採
用
ス
ヘ
キ
ナ
リ
其
敷
設
工
法
ノ
如
キ
ハ
前
条
ニ
陳
フ
ル
所
ノ
水
道
ニ
做
フ
ヘ
シ
（
水
道
工
ニ
於
ケ
ル
ト
同
様
事
宜
ニ
依
リ
「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
管
ヲ
代
用
ス
ヘ
シ
）
当
所
ノ
下
水
ニ
関
シ
テ
最
モ
困
難
ト
ス
ル
所
ニ
唯
タ
下
水
中
ノ
汚
廃
物
ヲ
何
ノ
所
ニ
放
棄
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
乎
ノ
一
事
ア
ル
ノ
ミ
之
ヲ
河
川
ニ
放
注
セ
シ
メ
ン
カ
是
レ
啻
ニ
肥
料
ヲ
無
益
ニ
棄
ツ
ル
モ
ノ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
該
河
川
ノ
水
之
カ
為
ニ
汚
害
サ
ル
ゝ
ニ
因
リ
衛
生
的
不
得
策
ナ
ル
事
識
者
ノ
既
ニ
説
示
ス
ル
ヤ
久
シ
然
レ
ト
モ
此
ノ
事
ニ
対
シ
テ
今
謂
フ
ヘ
キ
所
ノ
者
ハ
唯
タ
夫
ノ
汚
廃
物
ヲ
転
シ
テ
肥
田
有
益
ノ
物
ト
ナ
ス
ヘ
キ
ノ
方
法
ヲ
偶
マ
地
勢
ノ
好
備
ニ
籍
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
近
時
ノ
学
術
ト
雖
モ
未
タ
発
見
ニ
至
ラ
サ
ル
所
ノ
者
ナ
リ
故
ニ
河
川
ヲ
以
テ
唯
一
ノ
放
棄
場
ト
ナ
ス
ノ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
場
合
ハ
過
半
ノ
市
街
ニ
於
テ
之
ヲ
見
ル
ト
云
フ
事
是
レ
ナ
リ
但
シ
負
担
ニ
堪
ヘ
難
キ
程
ノ
大
工
費
ヲ
厭
ハ
サ
ル
ノ
場
合
ハ
別
日
ノ
論
ト
シ
テ
ノ
謂
ナ
リ
於
是
我
ハ
三
条
ノ
為
ニ
ハ
該
汚
水
ヲ
送
テ
信
濃
川
ニ
放
タ
ン
事
ヲ
勧
告
ス
ル
ノ
外
ナ
キ
ナ
リ
惟
フ
ニ
該
川
ノ
水
ハ
之
カ
為
ニ
顕
著
ナ
ル
汚
穢
ヲ
加
フ
ル
事
ハ
無
カ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
且
ツ
他
日
学
理
上
或
ハ
化
学
的
沈
澱
方
或
ハ
其
分
離
下
水
式
に
必
要
な
溝
管
は
決
し
て
大
口
径
で
は
な
い
が
、
下
水
を
流
す
の
に
十
分
な
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
所
々
に
設
け
る
監
視
窓
穴
相
互
の
間
は
管
を
直
線
と
し
な
さ
い
。
た
だ
し
監
視
窓
穴
は
管
線
の
交
差
部
及
び
曲
折
部
に
は
特
に
設
け
、
ま
た
直
線
部
で
は
約
一
丁
間
隔
で
設
け
る
こ
と
と
す
る
。
三
条
町
の
よ
う
な
町
で
は
、
管
の
断
面
形
は
円
形
で
よ
い
。
ま
た
磁
管
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。
敷
設
工
法
は
前
条
に
申
し
上
げ
た
水
道
に
な
ら
え
ば
よ
い
（
水
道
工
事
に
お
け
る
も
の
と
同
様
、
事
情
に
よ
っ
て
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
を
代
用
す
べ
き
で
あ
る
）
。
当
所
の
下
水
に
関
し
て
最
も
困
難
な
問
題
は
、
た
だ
下
水
中
の
汚
廃
物
を
ど
こ
に
廃
棄
す
べ
き
か
、
と
い
う
一
点
に
尽
き
る
。
こ
れ
を
河
川
に
放
棄
す
る
の
は
、
た
だ
肥
料
を
無
益
に
棄
て
る
だ
け
で
な
く
、
河
川
の
水
は
こ
の
た
め
に
汚
染
さ
れ
、
衛
生
的
に
良
策
で
は
な
い
こ
と
は
、
専
門
家
が
以
前
か
ら
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
に
対
し
て
今
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
そ
の
汚
廃
物
を
活
用
し
て
田
を
肥
や
す
有
益
な
物
に
す
る
方
法
は
、
稀
に
地
理
的
条
件
が
整
う
以
外
、
今
日
の
学
術
を
も
っ
て
し
て
も
未
だ
発
見
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
河
川
を
唯
一
の
放
棄
場
と
す
る
こ
と
が
過
半
の
市
街
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
但
し
、
負
担
に
堪
え
が
た
い
程
の
工
事
費
を
厭
わ
な
け
れ
ば
、
後
日
の
計
画
と
し
て
利
用
の
可
能
性
は
あ
る
。
以
上
よ
り
、
私
は
三
条
の
た
め
、
汚
水
を
信
濃
川
に
放
つ
こ
と
を
す
す
め
る
以
外
に
な
い
。
信
濃
川
の
水
は
こ
の
た
め
に
顕
著
な
汚
染
が
加
わ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
他
日
、
学
問
上
あ
る
い
は
化
学
的
沈
殿
方
法
、
あ
る
い
は
そ
の
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他
ノ
方
法
ヲ
以
テ
下
水
肥
田
ノ
問
題
ヲ
解
決
シ
テ
満
足
ヲ
表
ス
ヘ
キ
好
策
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
ハ
則
チ
更
ニ
其
策
ヲ
取
テ
汚
水
ヲ
シ
テ
還
浄
セ
シ
ム
ル
ニ
容
易
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
我
ハ
今
此
ノ
下
水
改
良
ニ
係
ル
線
路
勾
配
其
他
管
ノ
大
小
、
窓
穴
ノ
位
置
、
通
風
ノ
方
法
、
洒
水
槽
ノ
備
付
等
ノ
如
キ
詳
細
計
画
ヲ
立
ツ
ル
ノ
材
料
ヲ
有
セ
ス
故
ニ
姑
ク
之
ヲ
説
カ
ス
ト
雖
モ
若
シ
果
シ
テ
下
水
改
良
工
ヲ
挙
行
ス
ル
事
ニ
決
セ
ハ
我
ニ
授
ク
ル
ニ
該
地
面
ノ
高
低
ヲ
現
ハ
ス
所
ノ
視
形
線
ヲ
記
入
セ
ル
一
ノ
大
図
面
其
他
ノ
材
料
及
ヒ
一
二
週
間
一
ノ
製
図
技
手
ノ
助
力
ヲ
以
テ
セ
ヨ
然
ル
ト
キ
ハ
則
チ
三
条
町
全
部
下
水
改
良
ノ
計
画
ヲ
完
成
セ
ン
事
我
カ
最
モ
快
ト
ス
ル
所
ナ
リ
　
　
　
千
八
百
九
十
四
年
十
二
月
五
日
於
東
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ブ
リ
ウ
、
ケ
エ
、
バ
ル
ト
ン
識
（
備
考
）
若
シ
「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」
管
ニ
関
シ
尚
詳
細
ノ
報
ヲ
要
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
於
テ
ハ
東
京
水
道
工
事
淀
橋
区
ノ
小
林
技
師
ニ
質
セ
ン
事
ヲ
勧
告
ス
　
　
　
以 　
　
　
　
上
他
の
方
式
を
も
っ
て
、
下
水
及
び
肥
田
の
問
題
を
解
決
す
る
良
策
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
策
を
も
っ
て
汚
水
を
浄
化
さ
せ
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
今
こ
の
下
水
改
良
に
か
か
わ
る
水
路
の
勾
配
、
そ
の
他
管
の
口
径
、
点
検
穴
の
位
置
、
通
風
の
方
法
、
浄
水
槽
設
備
な
ど
の
詳
細
な
計
画
を
立
て
る
材
料
を
持
ち
得
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
分
下
水
道
に
つ
い
て
詳
細
を
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
下
水
改
良
工
事
施
行
が
決
定
し
て
こ
れ
が
自
分
に
任
せ
ら
れ
れ
ば
、
地
形
図
や
そ
の
他
の
材
料
、
一
、
二
週
間
の
時
間
と
、
製
図
技
手
一
人
の
助
け
を
も
っ
て
、
三
条
町
全
部
に
及
ぶ
下
水
改
良
計
画
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
私
の
望
む
所
で
あ
る
。
　
　
　
一
八
九
四
年
一
二
月
五
日
　 東
京
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ . Ｋ . バ
ル
ト
ン
識
す
（
備
考
）
も
し
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
管
に
関
し
て
更
に
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
東
京
水
道
工
事
淀
橋
区
の
小
林
技
師
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
　
　
　
以 　
　
　
　
上
口
語
訳
翻
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